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　2014年 4 月 2 日に予ねてからの懸案であった





























































































































































































係を示す模式図（Freeze and Cherry, 1979 を修正）．
図 3　滞留時間を異にする地下水流動系のあり方を示す模式図（Tóth，1995 を修正）．
























図 4 　均質・不均質帯水層についての数値シミュレーション結果（Freeze and 
Witherspoon, 1967 に加筆）．
　　　図中の K は透水係数で，相対値で示す． 縦軸，横軸も相対値．
図 5　統合型流域モデリングによる地表水 - 地下水結合流
れの数値シミュレーション結果（森ほか，2015 を
修正）．




























































に 係 わ る 新 た な 動 き と し て，UNESCO-IHP, 
GEF（Global Environment Facility），IAH, FAO, 
World Bank による国際共同プロジェクトである






ある。この結果は，“Global Framework for Action 
to achieve the vision on Groundwater Governance”
（FAO, 2015）としてまとめられ，2015年 4 月に韓
国で開催された「第 7 回世界水フォーラム（World 
Water Forum 7）」で公表された。さらに，スイ
スに本部を置く Earth Security Group は，“CEO 
Briefing: Global Depletion of Aquifers; Global 
companies must take an active role in groundwater 
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